
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定看護師 緩和ケア 

令和6年 11月 

第 45号 

岩手県立磐井病院

第 16回 

『両磐地域緩和ケア医療従事者研修会』を開催しました 

連 携 医 療・介 護 機 関 の 皆 様 と 共 に 歩 む 

 

【岩手県立磐井病院 理念】 
地域と連動し、患者さん中心の、質の高い、安全な医療を提供します。 
 

【岩手県立磐井病院 診療基本方針】 
1.患者さんの安全性を最優先とした医療を行います。 
2.患者さんの心理的安全性に配慮して医療を行います。 
3.十分な説明を行い、同意に沿った医療を提供します。 
4.多職種が協働し、最新で専門性の高い医療を目指します。 
5.地域の施設と連動し、患者さんの診療・生活をサポートします。 
6.最新技術を駆使して、利便性のよい医療を目指します。 
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当院は「地域がん診療連携拠点病院」に指定されており、がん診療に携わる医療従事者を対象とし

た標記の研修会を毎年開催しています。今年度は院内外から医師７名・看護師 9 名の計 16 名が参加

され、平成 20 年度に第 1 回を開催してから（コロナ禍で中止となった年もありますが）これまで累計で

160名を超える方々に受講いただきました。 

医師・歯科医師のみだった対象職種は、厚生労働省の方針により医師以外の医療従事者も受講対

象となっており、開始当初は２日間の集合プログラムでしたが、現在では「インターネットでの事前オンラ

イン学習 ＋ 集合研修１日」に短縮され、より受講しやすい形になっています。 

また、当院を会場に行う集合研修では、主に事例検討でのワーク 

ショップ（グループワーク）やコミュニケーションのロールプレイを行い、 

疼痛コントロールや終末期医療、地域医療などを含む幅広い内容を 

学ぶことができます。 

毎年様々な職種の方が参加されておりますので、受講ご希望の 

方、ご興味のある方は地域連携室までお問合せください。両磐地域 

内外を問わず、多数のご参加をお待ちしております。 
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『術後せん妄』をご存じですか？ 

いつもと違う。 
どうしたんだろう？ 

どこだ、ここ？ 
   家に帰るー。 

術後せん妄が患者さんに及ぼす影響 

じゅつご     もう 

・認知機能障害のある高齢患者さんは、術後 

せん妄を発症する可能性が極めて高いことが

報告されています。 

・術後せん妄の症状により、術後管理で重要

なドレーンや点滴などを自分で抜いてしまっ

たり転倒・転落の危険が増大するなど術後の

経過に大きな影響を及ぼすことがあります。 

・食事量の低下、意

欲低下、表情が乏し

いなど、活動性が低

下するせん妄症状も

あり、リハビリ意欲な

どにも影響します。 

術後せん妄とは？ 

・手術による侵襲が原因で起こる一過性の意識障害です。 

・手術前と手術後の変化に対して混乱を来たし、一時的な意識の混濁低下、錯覚や幻覚、興奮、妄

想等の症状が出現します。 

・一過性の意識障害なので本人は覚えていないこともあります。また、混乱した状況を自覚して不快

な記憶として残る場合もあります。 

病院で行っている術後せん妄ケア 

・患者さんの現状認知を促進するための『リアリティオリエンテーション』。今いる場所や日時・状況を  

 説明します。 

・安全な術後管理（術後のドレーンやカテーテル、点滴など）に関する医師とのカンファレンス。 

・早期離床のための、昼間の刺激（車椅子で過ごす等）や積極的なリハビリテーション。 

・『術後疼痛管理チーム』と連携した、手術後の疼痛コントロール。 

ご協力いただきたいこと 

・生活リズムを感じられる物があると、安心する方もいます。 
・普段使用していた時計、眼鏡、補聴器、新聞、スマホ、大
切な人の写真などを準備して持ってきて頂くこともありま
す。 

お薬について 

・せん妄を誘発するお薬もあり、入院
時に持参したお薬は、医師や薬剤師
と確認して内服を中止することもあり
ます。 

この管、なんだぁ～ 

天井に虫（蛇）がいる！ 

手術看護認定看護師 門間りえ 

～認定看護師から～ 

患者さんとご家族にも『術後せん妄』を知ってもらうことでより安全な周術期管理につながります。 

術後せん妄以外にも不安や疑問があればお問い合わせください。 

チーム医療で安全安心な周術期ケアを行っていけるよう今後ともよろしくお願いします。 
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 日　時 ： 令和６年11月30日(土) 14:00～16:00

 場　所 ： 一関保健センター 多目的ホール

 対　象 ： どなたでもご参加いただけます（先着100名、入場無料）

《 座長 》 副院長兼地域医療福祉連携室長　遠藤　浩司

 『知っておきたい 心筋梗塞 のお話』
　　　　　　　　　　　　　　　　循環器内科医長　庄原 秀一

 『よく耳にする 血液さらさらにする薬
　　　　　　　　　　  　　　～正しく内服するために～』
　　　　　　　　　　　　薬剤師（心不全療養指導士） 小野寺 大樹

～あなたの行動が、

　　　 いのちを救う～

 　　　　小児科医長　金森 啓太　（講演及び実技指導）

 【申込み方法】（下記のいずれかでお申込みください）

①電話　0191ー23ー3452（代表）  ②FAX（ファックス）

　　　受付時間：平日の９時～17時　 　 0191ー21ー3990（直通）

　　　担当：地域連携室（ちいきれんけいしつ） 　　このチラシの裏面、または病院ホーム

　　　「市民講演会の申込み」とお話しください 　　ページの「申込書」でお送りください。

　【お申込み･お問合せ先】

　岩手県立磐井病院 地域連携室　　TEL：0191-23-3452 　FAX：0191-21-3990

（主催：岩手県立磐井病院 ／ 共催：一関市）

『心肺蘇生法 』

　岩手県立磐井病院

　第3回 市民講演会
（令和6年度 一関市医療と介護の連携連絡会 研修会）

病院ホームページ

※申し込み締め切り　11月28日（木）　※定員になった場合は締め切ります

内容
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岩手県立磐井病院 

【連絡先】 

〒029-0192 岩手県一関市狐禅寺字大平１７ 
電話（0191）-23-3452  

Fax （0191）-23-9691 
連携室直通 Fax (0191)-21-3990 

【編集・発行】 

岩手県立磐井病院 地域医療福祉連携室 

病院ホームページ：http://www.iwai-hp.com 

公式 Facebook：http://www.facebook.com/iwaihｐ 

12/28（土）～1/5（日）まで全科休診のため救急診療体制となります。 

救急へのご紹介の際は、救急室へ電話でのご連絡をお願いいたします。 

【TEL ： 0191-23-3452（代表）】 

 
12月 28日（土） 

12 月 29日（日） 

12 月 30日（月） 

12 月 31日（火） 

転入転出医師のお知らせ（R6.10.1 付） 

転入医師 転出医師 

年末年始の診療体制について 

診  療  科 氏     名 

消化器内科 石田 惇司 

外科 佐井 康真 

形成外科 藤田 弥子 

耳鼻いんこう科 太田 春佳 

 

診  療  科 氏     名 

消化器内科 目黒 陸 

外科 郷右近 祐介 

形成外科 鈴木 翔太 

産婦人科 庄子 嘉美 

耳鼻いんこう科 八木 一剛 

 

4

. 

1月 1日（水） 

1 月 2日（木） 

1 月 3日（金） 

1 月 4日（土） 

1 月 5日（日） 
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